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　県議会では、真の地方自治の実現を目指し、議会の役割や議員の責務及び活動等、議会に
関する基本的な事項を規定する「鹿児島県議会基本条例」を第３回定例会に提案し、全会一
致で可決しました。今後この条例に基づく取組を更に積極的に推進し、県民の負託に応え、
県民の福祉の向上、県勢発展に全力を尽くしてまいります。

※「鹿児島県議会基本条例」の全条文は、県議会ホームページで御覧になれます。

「二元代表制」と「議会基本条例」のイメージ

条例各章の内容
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県 議 会 こ の １ 年 の 動 き

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

本
会
議
で
提
案
理
由
説
明

　
今
年
は
、
本
県
に
と
っ
て
、
奄
美
・
本
土
に
お
け
る
豪
雨
災
害
、
赤
潮
、
口
蹄
疫
な
ど
、
災
害
に
立

ち
向
か
っ
た
一
年
で
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
各
地
で
、
復
興
に
向
け
て
力
強
く
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
心
強
く
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
政
権
交
代
後
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
、
衆
・
参

両
院
が
い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ
国
会
」
状
態
と
な
る
な
ど
、
政
治
の
先
行
き
は
混
沌
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
議
会
の
役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、

真
の
地
方
自
治
の
実
現
に
向
け
、
更
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
開
設
百
三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
の
集
大
成
と
し
て
、
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
こ
の
四
年
間
で
、
十
項
目
の

　
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
・
議
会
・
議
員
の
あ
り
方
を
考

え
、
議
会
自
ら
が
担
う
べ
き
役
割
と
責
任
に
つ
い
て
、

県
民
の
皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
「
鹿
児
島
県

議
会
開
設
百
三
十
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
六

月
二
日
に
「
地
域
主
権
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
」
と
題
し

政
策
提
言
、
二
件
の
政
策
条
例
の
制
定
を
行
い
、
ま
た
、
監
視
機
能
等
の
一
層
の

向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

平
成
二
十
三
年
も
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
鹿
児
島
の
発
展
の
た
め
に
、
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
御
支
援
、
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
議
会
で

は
、
本
県
の
ス

ポ
ー
ツ
を
振
興

す
る
た
め
の
基

本
指
針
と
な
る

「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
か
ご
し
ま
県

民
条
例
」
を
第

二
回
定
例
会
に

議
員
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し

た
。

  
こ
の
条
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
施
策
に
関
し
、

基
本
理
念
、
県
の
責
務
及
び
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
、
そ
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
、
県
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
、
心
豊
か
な
県
民
生

活
及
び
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

各
県
委
員
に
よ
る
意
見
交
換

　
鹿
児
島
県
議
会
に
お

い
て
、
「
九
州
・
沖
縄

未
来
創
造
会
議
」
の
第

三
回
、
第
四
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
国
・

地
方
の
将
来
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
を
交
換

す
る
た
め
に
、
各
県
議

会
議
員
三
十
二
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
協
議
事
項
〉

　
第
三
回
「
基
礎
自
治
体
の
役
割
と
あ
る
べ
き
姿
」
　

　
第
四
回
「
都
道
府
県
間
の
広
域
連
携
の
意
義
、
あ
る

　
　
　
　
　
べ
き
姿
」
及
び
「
国
と
地
方
の
役
割
、
あ

　
　
　
　
　
る
べ
き
姿
」

鹿
児
島
県
議
会
開
設
百
三
十
周
年
記
念

事
業(

６
月
・
９
月
）

九
州
・
沖
縄
未
来
創
造
会
議
の
開
催

（
５
月
・
10
月
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
ご
し
ま
県
民
条

例
の
制
定
（
６
月
）

平
成
二
十
二
年
を
振
り
返
っ
て

鹿
児
島
県
議
会
議
長　

金
子
万
寿
夫

て
、
内
閣
総
理
大
臣
補

佐
官
の
逢
坂
誠
二
氏
に

よ
る
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
十
四
日

に
は
、
福
祉
施
設
入

所
者
、
小
学
生
を
招
待

し
、
議
会
庁
舎
の
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
、
若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
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今後の交流等について意見交換

政
策
提
言
の
様
子

川
内
原
発
関
係
で
参
考
人
を
招
致
、
増

設
賛
成
の
陳
情
を
採
択
（
７
～
10
月
）

台
湾
・
宜
蘭
県
議
会
と
意
見
交
換
（
９
月
）

県
議
会
か
ら
知
事
へ
政
策
提
言(

10
月)

　
川
内
原
子
力
発
電
所
三
号
機
増
設
に
関
し
て
、
県
議

会
に
は
、
賛
成
・
反
対
合
わ
せ
て
六
十
六
件
の
陳
情
が

提
出
さ
れ
、
企
画
建
設
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
審
査

の
た
め
、
議
会
閉
会
中
に
も
委
員
会
を
開
催
し
、
参
考

人
を
招
い
て
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

　
七
月
に
は
、
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
陳
情
者

か
ら
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
月
に
は
、
経
済
産
業
省
と
九
州
電
力
株
式

会
社
か
ら
、
国
の
原
子
力
政
策
や
原
子
力
発
電
の
安
全

性
、
地
域
振
興
策
等
に
つ
い
て
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
第
三
回
定
例
会
で
は
委
員
会
の

日
程
を
追
加
し
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
採
決

に
よ
り
増
設
賛
成
の
陳
情
を
採
択
す
る
と
と
も
に
、国
、

県
及
び
九
州
電
力
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
求
め
る
附

帯
決
議
を
決
定
し
、
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
、
台

湾
・
宜
蘭
県
議
会

か
ら
張
建
榮
議
長

を
団
長
と
す
る

訪
問
団
（
総
勢

二
十
六
人
）
が
鹿

児
島
県
議
会
を
表

敬
訪
問
し
、
本
県

議
会
議
員
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
県
議
会
で
は
、「
政
策
立
案
推
進
検
討
委
員
会
」
の

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
十
月
に
、
知
事
に
対
し
、
政
策

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

〈
提
言
の
主
な
内
容
〉

○
入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て

　
　
公
共
工
事
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
地
元
優
先
発

　
注
に
努
め
る
こ
と
、
物
品
調
達
に
際
し
て
は
、
地
域

　
の
業
者
へ
の
配
慮
を
検
討
す
る
こ
と
　
な
ど

○
住
宅
建
設
に
お
け
る
か
ご
し
ま
材
の
利
用
促
進
に
つ

　
い
て

奄
美
地
方
に
お
け
る
集
中
豪
雨
災
害
に
つ

い
て
災
害
対
策
協
議
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
現
地
調
査
を
実
施
（
10
月
・
11
月
）

　
十
月
二
十
五
日
、
災
害
対
策
協
議
会
（
会
長
　
金
子

議
長
）
を
開
催
し
、
十
月
二
十
日
か
ら
の
奄
美
地
方
に

お
け
る
集
中
豪
雨
災
害
の
状
況
等
に
つ
い
て
執
行
部
か

ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
住
宅
等
生
活
基
盤
の
確

保
な
ど
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
四
日
に
は
、
奄
美
大
島
で
の
被
災
状
況
の
調

査
の
後
、地
元
市
町
村
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

大
規
模
崩
落
現
場
を
調
査

(

奄
美
市
知
名
瀬)

　
意
見
交
換
会
で
は
「
現
在
、
台
湾
と
鹿
児
島
県
の
間

に
お
い
て
は
、
産
業
交
流
や
青
少
年
交
流
な
ど
、
各
分

野
で
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
交
流
を

踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
、
定
期
航
空
路
線
の
開
設
も
見
据

え
な
が
ら
、
今
後
の
交
流
が
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。」
な
ど
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
は
、

現
地
に
お
い
て
献
花

を
行
い
、
災
害
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
御
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
災

害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
奄
美
市
、
大
和

村
、龍
郷
町
に
対
し
、

議
員
か
ら
の
見
舞
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
　
か
ご
し
ま
材
を
利

　
用
し
た
木
造
住
宅
の

　
炭
素
固
定
量
を
一
定

　
の
基
準
で
認
証
す
る

　
制
度
の
創
設
　
な
ど

○
う
つ
病
対
策
に
つ
い

　
て

　
　
関
係
団
体
等
と
の

　
連
携
強
化
、
う
つ
病

　
に
つ
い
て
の
相
談
等

　
の
対
応
で
き
る
人
材

　
育
成
　
な
ど

　
十
一
月
八
日
、
本
県
農
業
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
が

深
刻
な
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
臨
時
会
を
開
会
し
、
政
府

に
対
し
、
拙
速
に
参
加
し
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め
る
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

へ
の
対
応

に
関
す
る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

臨
時
会
を
開
会
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応

に
関
し
、
意
見
書
を
可
決(

11
月)
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
ご
し
ま
県
民
条
例
案
を
可
決
、　

　
口
蹄
疫
対
策
、
米
軍
普
天
間
基
地
施
設 

　
の
県
内
移
設
問
題
、
川
内
原
子
力
発
電

　
所
三
号
機
増
設
問
題
な
ど
に
つ
い
て
論
議

︿
会
期
日
程
﹀

　
六
月
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
二
十
一
日
間

︿
代
表
質
問
﹀

　
自
民
党
県
議
団
　
宮
島
孝
男
議
員

　
県
民
連
合
　
中
山
信
一
議
員

︿
一
般
質
問
﹀

　
各
会
派
等
か
ら
十
六
人

︿
議
案
等
﹀

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
ご
し
ま
県
民
条
例
制
定
議
案
、
鹿

　
児
島
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
議
案

　
な
ど
二
十
四
件
の
議
案
等
を
可
決
、
承
認
又
は
同
意

︿
請
願
・
陳
情
﹀

　
　
新
規
十
五
件
、継
続
九
十
八
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

　
二
件
を
採
択

︿
意
見
書
﹀

　
　
一
括
交
付
金
制
度
に
よ
る
安
定
的
な
地
方
財
源
の

　
確
保
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
、
八
件
を
可
決

︿
決
議
﹀

　
　
二
元
代
表
制
を
崩
壊
さ
せ
る
阿
久
根
市
長
の
行
為

　
に
抗
議
す
る
決
議
を
可
決

︿
委
員
会
の
審
査
状
況
等
﹀

・
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
等
を
審
査
し
た
。
な
お
、

　
企
画
建
設
委
員
会
は
、
川
内
原
子
力
発
電
所
三
号
機
増

　
設
に
関
す
る
陳
情
に
関
し
、閉
会
中
委
員
会
を
開
催
し
、

　
参
考
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
は
、
行
財
政
構
造
改
革
に

　
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

定
例
会
を
振
り
返
る

︿
会
期
日
程
﹀

　
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
十
九

　
日
間

︿
代
表
質
問
﹀

　
自
民
党
県
議
団
　
寺
田
洋
一
議
員

　
県
民
連
合
　
二
牟
礼
正
博
議
員

︿
一
般
質
問
﹀

　
各
会
派
等
か
ら
十
六
人

︿
議
案
等
﹀

　
平
成
二
十
二
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算

案
、
鹿
児
島
県
食
の
安
心
・
安
全
推
進
条
例
制
定
議
案

な
ど
四
十
六
件
の
議
案
等
を
可
決
、
認
定
又
は
承
認

︿
請
願
・
陳
情
﹀

　
　
新
規
十
四
件
、継
続
三
十
九
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

　
三
件
を
採
択

︿
意
見
書
﹀

　
　
議
会
の
機
能
強
化
及
び
地
方
議
会
議
員
の
法
的
位
置
付

　
け
の
明
確
化
等
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
九
件
を
可
決

︿
決
議
﹀

　
　
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
延
坪
島
砲
撃
を
非
難
す
る
決
議

　
を
可
決

︿
委
員
会
の
審
査
状
況
等
﹀

・ 

常
任
委
員
会
は
、付
託
議
案
等
を
審
査
し
た
。
ま
た
、

　
各
委
員
会
と
も
奄
美
大
島
に
お
け
る
豪
雨
災
害
に
つ

　
い
て
、
集
中
的
に
調
査
し
た
。

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
は
、「
国
の
予
算
と
県
財

　
政
へ
の
影
響
」
及
び
「
更
な
る
行
財
政
構
造
改
革
に

　
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会

︿
会
期
日
程
﹀

　
九
月
十
四
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で
の
二
十
四
日
間

︿
代
表
質
問
﹀

　
自
民
党
県
議
団
　
鶴
田
志
郎
議
員
、
松
里
保
葊
議
員

　
県
民
連
合
　
上
村
勝
行
議
員

　
公
明
党
県
議
団
　
持
冨
八
郎
議
員

︿
一
般
質
問
﹀

　
各
会
派
等
か
ら
十
六
人

︿
議
案
等
﹀

　
鹿
児
島
県
議
会
基
本
条
例
制
定
議
案
、
平
成

二
十
二
年
度
鹿
児
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

十
三
件
の
議
案
等
を
可
決
、
承
認
又
は
同
意
。
決
算

認
定
議
案
三
件
を
継
続
審
査
と
し
た
。
　

︿
請
願
・
陳
情
﹀

　
　
新
規
二
十
五
件
、継
続
百
七
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

　
五
十
一
件
を
採
択

︿
意
見
書
﹀

　
　
地
方
分
権
に
対
応
す
る
地
方
議
会
の
確
立
を
求
め

　
る
意
見
書
な
ど
、
十
四
件
を
可
決

︿
決
議
﹀

　
　
第
七
十
五
回
国
民
体
育
大
会
の
招
致
に
関
す
る
決

　
議
を
可
決

︿
委
員
会
の
審
査
状
況
等
﹀

・ 

常
任
委
員
会
は
、付
託
議
案
等
を
審
査
し
た
。な
お
、

　
企
画
建
設
委
員
会
は
、
閉
会
中
に
実
施
し
た
参
考
人

　
か
ら
の
意
見
聴
取
も
踏
ま
え
、
日
程
を
一
日
追
加
し

　
て
、
川
内
原
子
力
発
電
所
三
号
機
増
設
に
関
す
る
陳

　
情
を
審
査
し
た
。

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
は
、
更
な
る
行
財
政
構
造

　
改
革
に
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

平
成
22
年
第
４
回
定
例
会

鹿
児
島
県
議
会
基
本
条
例
案
を
可
決
、

　
補
正
予
算
、
川
内
原
子
力
発
電
所
三
号
機

　
増
設
問
題
、
赤
潮
被
害
対
策
、
口
蹄
疫
対

　
策
、
土
砂
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
論
議

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会

四
百
五
十
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決
、

　
奄
美
豪
雨
災
害
対
策
、
環
太
平
洋
戦
略
的

　
経
済
連
携
協
定
へ
の
対
応
、
雇
用
対
策
な

　
ど
に
つ
い
て
論
議
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県こども総合療育センター

本県選手団の入場行進(ゆめ半島千葉国体)

　
政
策
立
案
機
能
や
監

視
機
能
の
充
実
・
強
化

を
図
る
必
要
か
ら
、
平

成
十
九
年
六
月
に
、
無

所
属
を
含
む
全
会
派
に

よ
る
組
織
と
し
て
政
策

立
案
推
進
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
知
事
等
へ

の
政
策
提
言
や
政
策
条

例
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
（
四
年
間
で
十
項

　
　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
県
議
会
で
は
、
議
会
改
革

　

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
取
組

政
策
立
案
推
進
検
討
委
員
会
の
取
組
・
成
果

議
員
提
案
条
例
の
制
定

　
政
策
立
案
推
進
検
討

委
員
会
の
検
討
を
踏
ま

え
、
こ
の
四
年
間
に
二

件
の
議
員
提
案
に
よ
る

政
策
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
執
行
部
に
お

い
て
、
条
例
に
基
づ
き

基
本
方
針
を
定
め
、
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
伴
う
議
会
改
革
の
取
組

　
県
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
次

の
五
つ
の
議
会
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
　
質
問
者
席
の
設
置

　
　
　
質
問
方
式
等
は
今
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
本
会

　
　
議
場
の
議
員
席
の
中
央
最
前
列
に
質
問
者
席
を
設

　
　
置
し
ま
し
た
。

二
　
会
期
日
程
の
公
表
時
期
の
前
倒
し

　
　
　
今
ま
で
開
会
一
月
前
に
決
定
・
公
表
し
て
い
た

　
　
次
回
定
例
会
日
程
（
案
）
を
前
倒
し
し
て
公
表
す

　
　
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

三
　
議
案
等
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
の
公
表

　
　
　
議
案
等
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
を
県
議
会
ホ
ー

　
　
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

四
　
本
会
議
の
傍
聴
の
自
由
化

  

　
　
本
会
議
の
傍
聴
に
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
小
学

　
　
校
の
児
童
及
び
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
許
可
を
要
し

　
　
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。行政視察を活用した広報活動

五
　
委
員
会
行
政
視
察

　
　
を
活
用
し
た
広
報

　
　
活
動

◎
観
光
立
県
か
ご
し
ま
県
民
条
例

　〈
基
本
的
施
策
〉

　
・
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
の
形
成

　
・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
材
の
育
成

　
・
外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
の
促
進
　
な
ど

目
の
提
言
）。

《
政
策
提
言
の
成
果
の
事
例
》

　「
離
島
医
療
の
充
実
」

　
　
○
地
域
医
療
対
策
基
金
造
成
（
一
億
円
）

太陽光発電システム
「
子
育
て
支
援
」

　
○
県
こ
ど
も
総
合
療

　
　
育
セ
ン
タ
ー
の
開

　
　
設

「
鹿
児
島
県
版
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
の
推
進
」

　
○
住
宅
用
太
陽
光
発

　
　
電
シ
ス
テ
ム
設
置

　
　
に
対
す
る
助
成
を

　
　
大
幅
増

観光客船の寄港（マリンポートかごしま）

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
か
ご

　
し
ま
県
民
条
例

　〈
基
本
的
施
策
〉

　
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
推
進
　

　
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー

　
　
ツ
の
推
進
　

　
・
競
技
力
の
向
上

　
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
　
に
よ
る
地
域
づ
く

　
　
り
　
な
ど

　
委
員
会
の
行
政

視
察
に
お
け
る
県

民
か
ら
の
意
見
・

要
望
の
聴
取
活
動

に
併
せ
て
、
県
議

会
の
仕
組
み
や
役

割
等
を
説
明
・
広

報
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
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産

業

経

済

委

員

会

総

務

委

員

会

陸上自衛隊国分駐屯地を視察(霧島市)

真珠養殖現場を視察（瀬戸内町）

企

画

建

設

委

員

会

北薩横断道路の工事現場(出水市)

　

各
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
項
に
つ
い
て

県
内
各
地
の
行
政
視
察
を
実
施
し
、
実
際
に
見
聞
し
た
こ
と

を
審
査
又
は
調
査
の
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

県
内
を
巡
っ
て

（
常
任
委
員
会
行
政
視
察
）

○
行
財
政
対
策
に
つ
い
て

　
　
県
税
徴
収
対
策
の
実
施
状
況
や
未
利
用
と
な
っ
て

　
い
る
県
有
地
の
状
況
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

○
県
民
生
活
対
策
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
支
援
対
策
の
実
施
状
況
を
調
査
し
た
ほ

か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
保
育
園
、
か
ご
し
ま
子
ど
も
・

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
品
製
造
を
行
っ
て
い
る
方
々
と
、
消
費

者
行
政
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

○
農
業
及
び
水
産
業

　
に
つ
い
て

○
交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
北
薩
横
断
道
路
な
ど
の
地
域
高
規
格
道
路
や
南
九

　
州
西
回
り
自
動
車
道
の
整
備
の
状
況
、
一
般
県
道
な

　
ど
道
路
改
良
の
状
況
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
離
島
振
興
に
つ
い
て

　
　
網
野
子
バ
イ
パ
ス
や
お
が
み
山
バ
イ
パ
ス
、
亀
徳

　
港
な
ど
の
整
備
状
況
等
を
視
察
し
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー

　
ツ
合
宿
等
観
光
・
交
流
に
よ
る
地
域
振
興
に
取
り
組

　
ん
で
い
る
民
間
団
体
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い

　
ま
し
た
。

○
県
土
の
保
全
及
び
生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
さ
つ
ま
町
や
霧
島
市
の
今
年
七
月
の
豪
雨
に
よ
る

　
土
砂
災
害
箇
所
等
を
視
察
し
、
被
害
の
状
況
及
び
復

　
旧
事
業
の
現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
内
川

　
激
特
事
業
の
状
況
を
視
察
し
、
さ
つ
ま
町
の
四
地
区

　
今
年
発
生
し
た

口
蹄
疫
や
赤
潮
に

つ
い
て
、
現
地
に

お
け
る
深
刻
な
影

響
や
被
害
の
状
況

及
び
復
興
に
向
け

た
取
組
を
調
査
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
大
隅

の
被
災
者
協
議
会
の

方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
防

災
対
策
な
ど
、
視
察

で
把
握
し
た
課
題
を

踏
ま
え
、
活
発
な
質

問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

視察時期
・
箇所

　
五
　
月
　
大
島
地
区

　
七
　
月
　
北
薩
地
区

　
十
一
月
　
姶
良
・
鹿
児
島
地
区

視察時期
・
箇所

　
五
　
月
　
姶
良
・
大
隅
地
区

　
七
　
月
　
北
薩
・
南
薩
地
区

　
十
一
月
　
熊
毛
地
区

視察時期
・
箇所

　
五
　
月
　
大
隅
地
区

　
七
　
月
　
大
島
地
区

　
十
一
月
　
伊
佐
・
北
薩
地
区

　
町
で
は
農
業
従
事
者
の
方
々
と
、
瀬
戸
内
町
で
は
真

　
珠
養
殖
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
と
意
見
交
換
を

　
行
う
と
と
も
に
、生
産
現
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
商
工
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
畜
産
物
の
処
理
機
械
を
開
発
し
、「
も
の
づ
く
り

　
日
本
大
賞
」
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
曽
於
市
の
企
業
な

　
ど
、
各
地
域
の
特
色
あ
る
取
組
を
視
察
し
ま
し
た
。

○
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　
薩
摩
川
内
市
に
お
い
て
、
来
年
三
月
の
九
州
新
幹

　
線
全
線
開
業
に
向
け
た
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
地
元

　
の
観
光
関
係
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
危
機
管
理
及
び
消
防
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
消
防
広
域
化
へ
の

取
組
状
況
や
、
桜
島

降
灰
の
被
害
状
況
を

調
査
し
た
ほ
か
、
陸

上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地
等
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
員

確
保
対
策
等
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
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文

教

警

察

委

員

会

環

境

厚

生

委

員

会

複式学級の授業参観（南種子町立花峰小学校）

バイオエネルギー生産施設を視察(鹿児島市)

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
議
員
連
盟

議
員
連
盟
の
活
動
状
況

○
教
育
振
興
対
策
に

　
つ
い
て

　
　
小
学
校
・
中
学

　
校
・
高
等
学
校
及

　
び
特
別
支
援
学
校

　
等
を
訪
問
し
、
複

　
式
学
級
の
教
育
、

　
小
中
一
貫
教
育
、

　
食
育
・
学
校
保
健
、

　
統
合
し
た
中
学
校

　
や
高
校
再
編
後
の

　
同
議
員
連
盟
は
、
本
場
大
島
紬
や
川
辺
仏
壇
、
薩
摩

焼
な
ど
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
発
展
を
図
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
九
月
に
、「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る

意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
伝
統
的
工
芸

品
産
業
の
振
興
方
策
等
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
の
方
々

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
に
は
、
伊
藤
知
事
に
対
し
、
意
見
交
換
会
で

の
要
望
事
項
等
を
踏
ま
え
た
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

　
新
設
校
の
状
況
及
び
廃
校
後
の
跡
地
利
用
状
況
な
ど

　
を
調
査
し
た
ほ
か
、
中
種
子
養
護
学
校
の
保
護
者
等

　
及
び
通
信
制
の
屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
校
の
生
徒
や
教

　
員
と
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、授
業
参
観
や
ふ
れ
あ
い
給
食
等
を
通
し
て
、

　
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
な
ど
の
視
察

　
を
踏
ま
え
、
活
発
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

　
　
伊
佐
警
察
署
や
南
九
州
警
察
署
松
ヶ
浦
駐
在
所
等

　
を
訪
問
し
、
管
内
治
安
の
状
況
や
地
域
住
民
と
の
連

　
携
の
取
組
な
ど
を
調
査
し
た
ほ
か
、
指
宿
市
の
民
間

　
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を

　
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
医
療
対
策
に
つ
い
て

    

国
立
療
養
所
「
星
塚
敬
愛
園
」
を
訪
問
し
、
療
養

　
所
の
今
後
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
入
所
者
自
治
会

　
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
対
策
に
つ
い
て

　
　
鹿
児
島
市
に
お
い
て
、
廃
食
用
油
を
活
用
し
た
バ

　
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
協
議
会
の
活
動
状
況
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

○
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
　
大
隅
地
域
に
お
い
て
、
地
域
材
の
利
用
促
進
に
取

　
り
組
ん
で
い
る
法
人
の
状
況
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

○
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　
　
鹿
児
島
市
に
お
い
て
、
今
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

　
県
こ
ど
も
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
の
診
療
状
況
を
調
査
し

　
ま
し
た
。
ま
た
、
奄
美
大
島
に
お
い
て
、
豪
雨
災
害
の

被
災
施
設
を
視
察
し

た
ほ
か
、
児
童
の
自

立
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
取
組
状
況
等
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
奄

美
大
島
の
豪
雨
災
害

へ
の
対
応
な
ど
、
活

発
な
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

観
光
振
興
議
員
連
盟

　
同
議
員
連
盟
は
、
観
光
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
県
議
会
と
し
て
積
極
的
な
施
策
を
講
ず
る
た

め
の
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
に
は
、鹿
児
島
市
に
お
い
て
、南
九
州
三
県（
鹿約270人が出席した「南九州観光振興会議」

児
島
県
、
熊
本
県
、

宮
崎
県
）
の
県
議
会

観
光
振
興
議
員
連
盟

の
会
員
と
観
光
を
支

え
る
関
係
者
が
一
堂

に
集
い
、「
第
十
八

回
南
九
州
観
光
振
興

会
議
」
を
開
催
し
、

観
光
産
業
の
育
成
振

興
に
関
す
る
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

視察時期
・
箇所

　
五
　
月
　
大
隅
地
区

　
七
　
月
　
鹿
児
島
・
北
薩
・
伊
佐
地
区

　
十
一
月
　
大
島
地
区

視察時期
・
箇所

　
五
　
月
　
鹿
児
島
・
南
薩
地
区

　
七
　
月
　
熊
毛
地
区

　
十
一
月
　
姶
良
・
伊
佐
地
区
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　見学を希望される方は、議会事務局受付又は総務課総務係
までお申し込みください。
　なお、団体で見学を希望される場合は、あらかじめ総務課
総務係まで御連絡ください。
　連絡先　鹿児島県議会事務局総務課総務係
　　　　　099－286－5013

県 議 会 の 傍 聴
　県議会の本会議は、どなたでも傍聴
できます。傍聴を希望される方は、本
会議の開かれる日に、傍聴席入り口で
傍聴券の交付を受けてください。
　傍聴席には、補聴設備や車椅子用の
スペースもあります。
　常任委員会、特別委員会についても
委員長の許可を得て傍聴することがで
きます。
　なお、手話通訳又は要約筆記を希望
される方は、傍聴希望日の５日前まで
に御連絡ください。

事務局の組織と問い合わせ先
県議会についてのお問い合わせは、県議会事務局の各課・室へお寄せください。

■ 議会の庶務、経理

■ 議員報酬、費用弁償

■ 庁舎見学、案内

■ 資産公開

■ 議会施設の管理

TEL:099‒286‒5013
FAX:099‒286‒5655

■ 正副議長の秘書事務

■ 議員表彰

■ 礼遇議員

TEL:099‒286‒5017
FAX:099‒286‒5656

■ 本会議

■ 議会運営委員会

■ 常任、特別委員会

■ 会議録

■ 請願、陳情

■ 議会傍聴

TEL:099‒286‒5033
FAX:099‒286‒5659

■ 県政に係る調査

■ 資料・情報の収集

■ 政策立案の支援

■ 議会広報、情報公開

■ 議会図書室

TEL:099‒286‒5043
FAX:099‒286‒5659

政務調査課議  事  課秘  書  室総  務  課

http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
携帯電話用ホームページアドレス
http://mobile.pref.kagoshima.jp/

●会期日程、請願・陳情の手続、議
員紹介､ 会議録検索､ 広報テレビ
番組の放送日時等を掲載していま
す。

●本会議の模様を配信しています。
●ホームページに対する御質問・御
意見をお寄せください。

県議会のホームページ

ホームページアドレス

予
算
特
別
委
員
会

（
定
数
28
人
）

◎
山
田
　
宏
之

○
持
冨
　
八
郎

　
園
田
　
　
豊

　
長
田
　
康
秀

　
松
田
　
浩
孝

　
禧
久
　
伸
一
郎

　
通
畠
　
幸
一

　
川
野
　
威
朗

　
小
園
　
成
美

　
酒
匂
　
卓
郎

　
吉
留
　
厚
宏

　
岩
﨑
　
昌
弘

　
吉
永
　
守
夫

　
鶴
田
　
志
郎

予
算
特
別
委
員
会

　
桐
原
　
琢
磨

　
日
高
　
　
滋

　
外
薗
　
勝
蔵

　
武
　
　
昭
一

　
池
畑
　
憲
一

　
く
し
げ
　
勝
美

　
小
幡
　
兼
興

　
吉
野
　
正
二
郎

　
上
村
　
勝
行

　
中
村
　
　
眞

　
上
野
　
新
作

　
山
田
　
国
治

　
川
原
　
秀
男

　
尾
辻
　
　
義

県議会庁舎の見学

　

西
之
表
市
榕
城
校
区

　

自
治
会
長
会
の
皆
さ
ん

　

鹿
児
島
県
立
頴
娃
高
等
学
校

　

電
気
科
３
年
生
の
皆
さ
ん

こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　議会庁舎は、どなたでも見学できます (所要時間約３０分 )。
　職員が本会議場や委員会室などを案内します。
　平成２２年１月から１２月までの見学者は、延べ３０団体・
６３９人でした。

　県議会議員は、公職選挙法を遵守す
るとともに、鹿児島県議会政治倫理要
綱を定め、県内全域において次のこと
を遵守することとしています（自筆に
よる答礼の年賀状や親族等への祝儀等
例外があります）。

○�地域の行事や冠婚葬祭等に、電報等
を贈らない
○�新聞等への賛助広告や年賀状、挨拶
状等を出さない
○�中元、歳暮、餞別等の提供・収受を
しない　　　　　　　　　　　など

虚礼廃止に御理解・御協力を！

　県政について意見や要望のある方は、
どなたでも県議会に請願 ･陳情書を提出
できます。
　請願書の提出には議員の紹介が必要
（陳情書の提出には不要）です。
　提出期限は、議会開会日の２日前です。

　
平
成
二
十
三
年
度
の
当
初
予
算
に
関
す

る
調
査
を
行
い
ま
す
。

　（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

請願・陳情の提出


